
北九州市の文化や歴史にふれられる公園もあります。

じっくり一日かけて、その香りの中に浸ってみませんか。

ふれる・満喫する・思いをめぐらす　文化にふれる公園

文化に
ふれる公園

ふれる・満喫する・思いをめぐらす
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【休館日】
12月29日～31日
【入館料】
一般500円
中高生300円
小学生200円
【お問い合わせ】
093-582-2761

勝山公園 松本清張記念館

勝山公園 小倉城

社会派推理小説をはじめ、歴史小説、古代史、現代史など、さまざまなジャンルにわたって創作活動を
続けた北九州市出身の作家・松本清張。その偉大な業績を称え、後世に継承していくために、氏の「人
と作品」をさまざまな資料と映像でとらえ展示するのが「松本清張記念館」です。鉄筋コンクリート造
地下1階、地上2階建ての中には、「清張文学の全貌」コーナーや企画展示室、東京都杉並区の氏の自宅
および書庫、応接間、書斎などがあります。氏の七回忌にあたる平成10年8月4日に開館しました。

【開館時間】
4月～10月  午前9時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
11月～3月  午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）
【休館日】
なし
【入館料】
一般300円／中高生150円／
小学生100円
【お問い合わせ】
093-582-2747

【開館時間】
4月～10月 
午前9時～午後6時
11月～3月 
午前9時～午後5時
【休館日】
12月29日～12月31日

【入館料】
一般350円／中高生200円／
小学生100円
【お問い合わせ】
093-561-1210

勝山公園 小倉城庭園 児童文化科学館 市立美術館

小倉城の東側にある旧小倉藩主・小笠原家の別邸跡地に、平成10年9月にオープン。江戸時代の大名
屋敷を再現したもので、全国でも珍しい「礼儀作法のテーマ館」です。愛称は小笠原会館。会館は、書院
棟、展示棟、日本庭園からなり、書院棟には武家屋敷の様式を再現した和室があり、抹茶が楽しめる
「立礼席（りゅうれいせき）」や茶会に利用できる座敷などがあります。庭園は屋敷下の「のぞき池」の周
囲を巡りながら景観を楽しむ「池泉回遊式」で、展示棟には平安時代から武家社会、現代までの「マナ
ーの歴史」を映像や展示品で紹介。小笠原流の作法を記した「小笠原礼法絵巻」も公開されています。

【開館時間】
午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）、
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
【休館日】
12月29日～1月3日
【入館料】
一般300円／中高生200円／小学生150円
（プラネタリウムと展示品見学）一般100円／
中高生70円／小学生50円（展示品見学のみ）
【お問い合わせ】
093-671-4566
●面積／17．3ha●主な施設／硬式野球場、運動
場、室内プール（50ｍ）、屋外プール（50ｍ、25ｍ、
幼児プール）、 弓道場、テニスコート、わんぱく広
場、児童文化科学館など●交通アクセス／JR八幡
駅から西鉄バス「市立児童文化科学館前」下車

八幡東区  桃園公園

児童文化科学館の中にある展示室では、不思議でおもしろい体験ができます。動かないはずなのに常
に自分のほうを見つめる顔や、手を近づけると電気のスパークが寄ってくるスパークボール、風速20ｍ
までの風力を体感できるウインドシュミレーターなどなど、興味がつきません。

【開館時間】
午前9時30分～午後5時30分
（入館は午後5時まで）
【休館日】
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、
12月29日～1月1日
【観覧料（常設展）】
一般150円／高校・大学生100円／
小中学生50円
【お問い合わせ】
093-882-7777
●面積／11.3ha ●主な施設／市立美
術館、遊歩道、彫刻広場など ●交通アク
セス／①ＪＲ戸畑駅から西鉄バス「美術
館口」下車②シャトルバス「七条」・「美術
館口」バス停から美術館行（無料）

雄大な自然の中、文化の香り高い美術館を中心に、遊歩道、野外展示場、各所に斬新なオブジェや彫刻
のある公園です。平成29年11月にリニューアルオープン予定

1602年に細川忠興により築城された小倉城天守閣は火災によって消失しましたが、その後1959年に市民の要望
により再建されました。天守閣の中は当時の歴史と文化を学べる様々な展示が揃っており、学習施設としても充実
しています。小倉城下町の様子を一望できる「城下町ジオラマ」や映像とからくり人形による「からくりシアター」、実
物大の人形が当時を再現するコーナーの他、かつての武具や年表、地図などの豊富な資料が展示されています。
また、城内は急な階段がつらい方のために座ったまま昇降できるリフトも備えられています。

小倉城や中央図書館のほか、寛永から慶応までの小笠原氏を偲ぶ貴重な品々を収蔵する「小倉城庭園（小笠原会館）」と、松本
清張の「人と作品」をさまざまな資料と映像でとらえ展示する「松本清張記念館」もあります。小倉北区  勝山公園 P47

「日本の公園の父」といわれる本多静六博士によって
設計され 大正5年に開設された本市第1号(当時は門
司市)の公園。

門司区  清滝公園 P5

洞海湾を一望する高塔山南側の台地に若松生まれの
作家・火野葦平の文学碑が建てられています。高塔山
頂上のコンクリート堂の中に背中に釘のささった虚
空蔵菩薩(通称:かっぱ地蔵)がまつられていますが、こ
の河童封じ地蔵は、火野葦平の小説『石と釘』により有
名になりました。

若松区  高塔山公園

武蔵・小次郎の碑がならぶ頂上の広場では毎年サクラ
の咲く4月の日曜日に両剣聖を偲んだ、武蔵小次郎ま
つりが開かれます。

小倉北区  手向山公園 P51

大正中期から昭和初期にかけ文化人のサロンとして親
しまれ、女性俳人・杉田久女、橋本多佳子のゆかりの地
である「櫓山荘」。その跡地一帯を整備した公園です。

小倉北区  櫓山荘公園 P52

P63

通称「曲里の松並木」。小倉城下(常盤橋)を起点とした長
崎街道の一部であり、長崎に通じる重要な道路でした。
この松並木は、幕府が全国の街道に、松や杉を植樹させ
た名残で、当時の長崎街道の面影をとどめています。

八幡西区  旧街道緑地 P33MAP

花尾城跡のある山頂までの登山道は、ヤマツバキ、ア
オキ、シャガなどの季節の花が楽しめます。

八幡西区  花尾公園 P33MAP

P67 戸畑区  美術の森公園 P75

◀どの方向から見てもこちらを見ているように見える
　「迎え虎」の屏風
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